
第６１回ＢＣＰ維持管理研究会 議事録 

１．日時： ２０１６年０３月２４日(木）１５：００～１８：００ 

２．場所： ＢＣＡＯ神田オフィス 

３．出席者 (敬称略） １２名 

國貞、佐藤、澤田、清水、守護、菅谷、高桑、高橋、幡谷、半田、平川、柳谷、吉田 

   ゲスト参加：油井、大塚、中谷（書記） 

４．内容 

   風水害に対する演習実施 

 ファシリテータ：清水さん  アシスタント：中谷 

①目的   

地球温暖化により、全国どこでも突然の風水害に見舞われることを覚悟しなければならない現状に 

鑑み、大型台風への対応とそれに起因する河川増水・堤防決壊による大規模水害を想定し、タイム 

ラインに則って事前対策の立案、台風上陸時の適切な対応の実施、台風に起因する大規模洪水へ 

の対応を通じて参加者への台風・水害への対応の必要性の気づきの機会とする。 

 

②想定 

・想定事象 

     関東地方直撃の大型台風 （特別警報が発令される規模）  

・想定組織 （東京都北区にある） 

    株式会社Ｚ電機製作所：詳細は別紙。 

 

   ・想定イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

③感想 

   ＜シナリオ＞ 

    ・知識面や風水害の考え方が、新鮮で非常に勉強になった。 

・気象状況により、大きく変化するので、被害想定や被害範囲のイメージが難しかった。 

・風水害想定のシナリオは新鮮であり、タイムライン作成において、さまざまな事業継続案が 

検討でき良かった。 

・普段接す機会の少ないシナリオで想像することが難しかった。 

・被害が長期化する浸水災害に対するイメージがある程度理解できた。 

 

＜グループディスカッション＞ 

    ・グループ内に経験者がおり、リードしてくれたので、各々が意見を出せて良かった。 

・熟練者が最初のトリガーを担ってくれたので、スムーズに進めることができた。 

・グループの中で多種多様な意見が出て、大変参考になった。 

・風水害の経験がないので、メンバーのイメージで異なっており、纏めるのが大変であった。 

・ホワイトボードが活用でき、グループでの情報共有・整理ができた。 

・今まで想定した訓練をしていなかったが、現実に起こりうる可能性も高いので、自社内で 

訓練を計画していきたい。 

 

 

５．次回開催 

４月１７日  場所検討中 

        2016 年度の活動について 

    

以上 


